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売上高100億円実現の目標と課題

実現目標 課題

目指す成長手段 実施体制

売上高100億円実現に向けた具体的措置

※本宣言は企業自身がその責任において売上高１００億円を目指して、自社の取組を進める旨を宣言するものです

代表取締役
久野 浩二

クリーンで優しい２１世紀の地球環境工法の実現

当社の経営理念は、「優れた技術を取り入れて効率的に土木建設工事を施工すること」であります。この理念に基
づき、常に最新かつ高品質な技術を積極的に導入し、社会インフラの維持・発展に貢献することを目指しています。
そして、建設・土木工事のあらゆるニーズに対応すめため、それらの機材や周辺機器の研究・開発・メンテナン
ス・施工・提案を行い、人と技術そして環境との豊かな調和により、新しい21世紀の都市づくりに貢献して参りま
す。

2034年のグループ売上100億達成に向け、新規取引先確保と新
分野事業の拡大により100億円の企業への成長をめざす。

建設業界での深刻な人材不足、技術継承問題
社員の安全確保と作業効率の向上
ＩｏＴやＤＸなどのデジタル技術の導入
新規顧客開拓に向けた営業体制の構築
新分野進出による事業の拡大NETIS登録番号  CB-180013-VE

〇本社所在地：福島県二本松市

〇事業概要：はつり工事業

〇常時使用する従業員：５２名

（グループ全体:2026年7月時点）

〇現在の売上高：２２億円

（クループ全体: 2026年5月期）

〇法人番号：5380001035077

〇Web：https://wj-kuno.com

JMKホールディングス株式会社（建設業）

・グループ企業内の組織体制構築に取組むPT新設
・設計製作部門と工事部の連携による、建設機械の開発・改良
・設計製作部門による、新分野進出ための商品開発・販売
・営業力を強化し、既取引先及び新規顧客開拓訪問
・協力業者ネットワークの拡大
・技術承継の体制づくりと人材育成
・新事業(アグリ・テック㈱)稼働のノウハウ研修と修得

・新しい技術の効果的な導入と周辺技術の改良・システム
構築を継続し、利益率の高い事業を維持する。

・サステナビリティを重視し、環境負荷の低減、廃棄物処理
の最適化、水資源の有効利用など、持続可能な事業運営を
推進する。

・人材育成と組織力の強化により、労働力不足や技術継承の
課題を克服し、安定した施工体制を整備する。

・新分野への進出と新事業(農産物の生産・販売)による、
事業拡大



売上高100億円実現の目標とグループ体制

JMKホールディンクスグループは、WJ工法を駆使した「はつり工事業」を営む株式会社久野製作所が主体となり、令和7年よりホール
ディングス体制に移行し、持株会社JMKホールディンクス株式会社を設立。その後令和8年1月に、株式会社久野製作所の100%出資企
業として、農産物の生産・販売を事業目的とするアグリ・テック株式会社を設立、グループ企業全体の経営合理化を図っております。
下記により、8年後に売上高100億円を達成していきます。
【JMKホールディングス株式会社】

不動産賃貸業・経営マネジメント業務による、グループ会社の事業拡大により売上・収益増加を図る。
【株式会社久野製作所】

グループ内の主力企業として、営業力を強化し、既取引先及び新規顧客開拓に取組み、受注の拡大を図る。
新分野事業への参入(下水道管調査・係留式監視バルーン・MPVの開発・水の浄化装置他)により業容拡大を図る。

【アグリ・テック株式会社】
水耕栽培による、農産物の生産・販売を開始、売上を確保する。
その後、業績安定時2棟～7棟と栽培建物を増やし、売上増加を図る。

〇法人番号: 5380001035077 (JMKホールディングス㈱) 、法人番号：7380001009376（㈱久野製作所）、2380001035848（アグリ・テック㈱）
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JMKホールディングス株式会社（建設業）
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